



A Consideration about the Model of Teaching of Singing 
in the School for Training of Nursery Teacher（2） 


















 「音楽Ⅱ」（以下，本教科）は，本学地域こども学科 1 年次後期に開講され，前期開講の
「音楽Ⅰ」から連続する科目と位置付けられている．本教科は，ピアノの個人レッスンと
ML 教室注 1）における演習授業を組み合わせたもの計 45 分と 411 音楽教室注 2）におけるク









  年 度：2017 年度後期開講分「音楽Ⅱ」クラス授業 
  時 限：水曜日 1・2・3 限目（1 グループ 45 分，延べ 6 グループ注 3）） 
  期 間：2017 年 9 月 27 日～2018 年 1 月 17 日（但し 11 月 8 日は休講、1 月 3 日は冬
季休業．教科としては 15 回設定されているが，うち 1 回は 90 分全てをピア
ノの実技試験に充てたため，本授業としては 14 回行った） 
  履修者：78 名（初回授業時点．1 回生 77 名，科目等履修生 1 名／性別：男子 19 名，









声に関する悩み・問題と関連のある項目について抜粋したものを表 1 に示す． 
 
表 1 「音楽Ⅱ」歌唱クラス授業初回アンケート結果から抜粋 
● 一人で人前で歌うことについて、どう思いますか？ 
(A) 割と大丈夫 14 名／(B) 聴く相手によってはなんとか 59 名／(C) 誰が聴き手だろうと無理 3 名 
※(B)の内、聴かれても大丈夫な相手：友達 46 名／園児・児童 36 名／家族 6 名／親 1 名 
● 自分の声を評価してみましょう。 
・声の大きさ：大きい 30 名／ふつう 29 名／小さい 17 名 








・音程が取れない、取りにくい、はずれる(10)  ・地声が低い(6) 
・低い声が出ない、出しにくい(5)  ・裏声が出しにくい、出し方がわからない(3) 
・地声だとあまり高い声が出ない(2)  ・声域が狭い・高音も低音も出ない(2) 
［声質に関する事柄］ 
・声がかすれる、ハスキー(3)  ・声がきれいでない(2)  ・自分の声が好きではない(2) 
［その他］ 
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する」について，以下の通り，本授業の期間中 2 度実施した． 
 第 1 回：2017 年 10 月 18・25 日および 11 月 1 日 
 第 2 回：2018 年 1 月 10・17 日 
 なお，第 2 回については期末の実技試験においてアドバイスを与える形で行ったため，
以下，第 1 回歌唱個人レッスンについて説明する． 
第 1 回歌唱個人レッスンの期間中，通常の授業については講義・歌唱合わせ 25 分程度に
短縮し，レッスンは残る 20 分で行った．1 回のレッスンで受講した学生は 1 グループにつ
き 4～5 名ずつ，1 名あたりのレッスン時間はおよそ 5 分程度である．課題曲は「大きな栗
の木の下で」「どんぐりころころ」「とんぼのめがね」「まつぼっくり」「思い出のアルバム」
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表 2 第 1回歌唱個人レッスンにおける学生の歌唱の問題点および対応一覧 

























































生全員が「記譜上の 1 点ハ音注 14）」を非常に低く外れた音で発した．そこで，（記譜上の）
1 点ハ音は学生の認識に比べ相当に高い音であることを説明し，（記譜上の）1 点ハ音が正


















5-1 第 1 回歌唱個人レッスン後アンケート結果 
第 1 回歌唱個人レッスン実施後，歌唱個人レッスンを受講した学生に向け「第 1 回歌唱
個人レッスンを受けてみて、気づいたことや感想を書いてください」との質問にてアンケ
ート注 15）を実施した．なお，今回のアンケート結果は，授業改善と研究のみに使用し，そ
の際には個人情報について開示されないことを口頭で説明した．以下，表 3 に結果を示す． 
 
表 3 第 1回歌唱個人レッスン後アンケート結果 






























今後は低音と高音のバランスを考えて歌おうと思った。                            回収枚数：62 
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表 4 「音楽Ⅱ」歌唱クラス授業期末アンケート結果 






















































































































































































































表 5 音楽Ⅱ・保育（表現・音楽）個人レッスン・演習授業担当教員アンケート結果 
【１】歌唱のクラス授業により、学生の歌唱力の向上、歌に対する姿勢などに何か効果がみられたと思われま
したか？（いずれか１つに○） 
（a）大いにみられた…1 名  （b）そこそこみられた…6 名  （c）まあまあみられた…0 
（d）あまりみられなかった…0  （e）まったくみられなかった…0 
【２】上記１で ａ・ｂ・ｃのいずれかに回答された方におたずねします。特にどのような面で 
向上がみられたと思われましたか？（あてはまるもの全てに○） 
（a）声量…4 名  （b）声質…2 名  （c）音程の正確さ…1 名  （d）高音の出やすさ…1 名 
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注 1）電子ピアノが 20 台設置されており，ピアノの一斉指導および練習が行える音楽教室
である． 
注 2）教室の前方はグランドピアノが 2 台対面で設置されている．後方は，通常の配置で
は，長机が横 3 列，縦 4～5 列並べられ，長机 1 台につき椅子が 3 脚配されている． 
注 3）1 コマでは，前半：クラス授業と後半：ピアノの個人レッスン＋演習授業を受けるグ
ループと，前半：ピアノ＋演習授業と後半：クラス授業を受けるグループが存在するた
め，2 つのグループに 45 分ずつクラス授業を行っている． 
注 4）実施方法は，歌唱のクラス授業について説明した後，アンケート用紙を配布し，授
業終了時に回収した． 
注 5）定義に際して筆者は 3 点の資料を参照した．1 つ目の資料は「幼稚園教育要領」であ


















注 6）411 音楽教室に隣接する，通常はピアノの個人レッスンに用いる部屋を使用した． 























音より常に 1 オクターブ低い音で歌わせたため，「記譜上の」と表した． 
注 15）2017 年 11 月 15 日の授業開始時に，アンケート用紙を配布し，授業終了時に回収し
た． 
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